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  この度は、弊社のワイヤレス生産管理表示装置 ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ を、ご導入い 

 ただき誠にありがとうございました。 

 本機を、お役立ていただくために本説明書及びＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書を充分に 

 お読み下さいますようお願い申し上げます。 

 なおＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズには、幾つかの機種及びバリエーションがございますので、本 

 説明書のうち、お買い上げいただきました機種に合った部分を、お読み下さい。各ページの右上 

 又は本文中に、そのページに説明されている機種が表示されています。すべてに共通のページに 

 は［ＡＬＬ］と表示されています。また［＊］はその部分が共通であることを表しています。 

 本文の説明は５桁タイプのＤＥ及びＤ５で説明されています。 

 ４桁タイプのＤ及びＤＷの機種を使用の場合には、４桁に置き換えてお読み下さい。 
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              概要           ［ＡＬＬ］追  

１．概要                                        

 ・適用                                        

   本説明書は、ワイヤレス生産管理表示装置［ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ］の工数予約機 

   能に関する説明書です。                              

 

 ・機能の概要                                     

   １日の作業中に工数を切り換えて使用したい場合、作業順ごとに２０種類まで工数    

   の予約ができます。                                

 

   予約した工数を切り換える方法を次の２点から選択します。              

   イ．指定時刻による切り換え        （詳細はＰ１０以降へ）         

      工数予約では、予約する工数とその工数を使用する時間範囲を登録します。    

      （以下、時刻による工数予約を時刻工数予約とする）              

   ロ．生産数が生産予定数に達した時点での切り換え  （詳細はＰ２１以降へ） 

      工数予約では、段取に使用する時間と予約する工数と生産予定数を登録しま    

      す。（以下、生産数による工数予約を生産数工数予約とする）          

 

   実績数と予定数の表示を次の２点から選択します。                  

   イ．累計表示をする                                

      実績数の表示を累計表示にします。                      

      予定数の表示を１日の生産予定数を表示します。                

   ロ．累計表示をしない                               

      実績数の表示を工数の切り換えがあるごとに実績数を０にクリアにします。    

      予定数の表示を工数の切り換えがあるごとに新しい工数で生産する予定数を    

      表示する。                                 

   注）工数予約を使用しない場合は、自動的に”累計表示をする”が選択されます。    

  ※上記の機能の説明に伴い「ワイヤレス生産管理表示装置［ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ］ 

   取扱説明書｣ に対して修正する部分がありますので、以降の仕様を追加・変更して    

   下さい。                                     
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              規格           ［ＡＬＬ］変  

 

２．作動規格                                      

 

 作動時間  最大２３時間５９分／日  ＨＤ－＊＊＊ 

 作業回数  ０～２０回／日  ＨＤ－＊＊＊ 

 工  数   ０．１～９９９９．９ ＳＥＣ  ＨＤ－＊＊＊ 

 予  定   ０～９９９９９／９９９９ （１１Ｄ，１１ＤＷは４桁）  ＨＤ－１＊＊ 

 計  画   ０～９９９９９／９９９９ （１１Ｄ，１１ＤＷは４桁）  ＨＤ－５＊＊ 

 ＨＤ－１５２ 

 実  績   ０～９９９９９／９９９９ （１１Ｄ，１１ＤＷは４桁）  ＨＤ－＊２＊ 

 ＨＤ－１５２ 

 進  度   ±９９９９／±９９９ （１１Ｄ，１１ＤＷは３桁）  ＨＤ－＊＊３ 

 達成率  ０～９９９９／９９９ （１１Ｄ，１１ＤＷは３桁）  ＨＤ－＊＊４ 

 工数予約 

 （時 刻） 

 

 

 （生産数） 

 最大２０種類 

 開始時刻 

 終了時刻 

 工数 ０．１～９９９９．９ SEC 

 段取り時間 最大９９８分／機種 

 工数 ０．１～９９９９．９ SEC 

 生産予定数 ０～９９９９９／９９９９ 

               （１１Ｄ，１１ＤＷは４桁） 

 ＨＤ－＊＊＊ 
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           各部の名称           ［ＡＬＬ］追  

                                            

３－１ 【表示部への表示内容】                             

  累計表示をする・しないの選択により予定数・実績数の表示内容が変わります。      

  ＜例＞１日の工程数が４工程有り、各工程の予定数を下記の表に示します。        

     現在３工程目を実行中として実績数を下記の表に示します。            

     （現在の進度を－１０とする）                         

 

 工 程  １  ２  ３  ４  合計 

 予定数   １００  ２００  ３００  ４００  ５００ 

 実績数  １００  ２００  １５０   ４５０ 

                                            

    １）累計表示をする場合                             

     予 定・・・本日の目標生産数を表示                      

     計 画・・・現時点における計画生産台数を表示                 

     実 績・・・現時点における生産台数を表示                   

     進 度・・・現時点の計画生産台数に対する進み具合を±表示           

     達成率・・・現時点の計画生産台数に対する実績の達成率を表示          

 

    ２）累計表示をしない場合                            

     予 定・・・現機種における目標生産台数を表示                 

     計 画・・・現時点における現機種の計画生産台数を表示             

     実 績・・・現機種における生産台数を表示                   

     進 度・・・現時点の計画生産台数に対する進み具合を±表示           

     達成率・・・現時点の計画生産台数に対する実績の達成率を表示          

 

 １）                 ２）                      

     予 定   １０００         予 定    ３００          

     実 績    ４５０         実 績    １５０          

     進 度  －  １０         進 度  －  １０          

         HD-123                 HD-123              
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           各部の名称           ［ＡＬＬ］追  

                                            

 ３－２ 【コントローラ部】                              

 ☆通常のディスプレイ（ＨＤ１２３タイプ）                       

 

      予定数     時刻                            

                       パターン及び送信シグナル         

    Ｙ［１２３４５］ ０８：１５ １                        

 

    Ｊ［００３５６］Ｓ［＋００１２］                        

 

      実績      進度                            

 

  タイプによって多少表示に違いがあります。                      

  記号の意味                                     

        Ｙ‥予定     Ｋ‥計画                       

        Ｊ‥実績     Ｓ‥進度                       

        Ｔ‥達成率                               

 

  パターン及び送信シグナル                              

   数字は、現在の就業時間パターンＮｏ．を表しています。点滅しているのは       

   データを送信していることを表しています。                     

 

  ※ 生産数工数予約の場合                              

     通常ＬＣＤの右上には時刻の表示をしますが、段取り時間中である場合は、     

     時刻の表示場所に段取り残時間を表示します。                  

 

      予定数     段取残時間                         

                       パターン及び送信シグナル         

    Ｙ［１２３４５］ ［９９８］ １                        

 

    Ｊ［００３５６］Ｓ［＋００１２］                        

                                            

      実績      進度                            
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           初期設定方法          ［ＡＬＬ］追  

 

４．初期設定方法                                    

・本装置の設置時及び初期設定に変更が生じた場合に下記の手順により設定を行います。    

 

 

                電源 ＯＮ                      

 

 

                時計のセット    コマンド［４］           

 

 

              就業時間ﾊﾟﾀｰﾝの設定  コマンド［６］           

 

 

  就業パターン１～６                                 

 

 

                就業時間の登録   コマンド［５］           

 

 

                電源ＯＦＦ                      

 

 

               [UP]ｷｰを押しながら                    

                 電源ＯＮ                       

 

 

                セットアップ                      

 

 

                 通常処理へ                      

 

 

   コマンド４・５・６のセット方法は「ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書」を 

   ご参照下さい。                         
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           セットアップ          ［ＡＬＬ］追  

 

５．セットアップ                                    

 

   工数予約を使用するか・しないかを設定します。                   

   ＜工数予約使用の場合＞                              

    ・工数の切り換えは、時刻又は生産数のどちらかを選択します。           

    ・実績の表示を累計表示するか、工数の切り換わる機種ごとに実績をクリア      

     するか選択します。                              

 

 

  ＜セットアップの流れ＞                               

 

               [UP]ｷｰを押しながら                    

                  電源ＯＮ                      

 

 

        工数予約をする                    工数予約未使用      

 

 

     時刻工数予約           生産数工数予約                      

 

 

 累計表示をする   累計表示をしない  累計表示をする   累計表示をしない        

 

 

                 通常処理へ                      

 

 

    セットアップにて、本装置の動作環境は３つに分けられます。            

      ・時刻工数予約   ・生産数工数予約   ・工数予約未使用         

    また、データを表示するのに２つに分けられます。                 

      ・累計表示をする  ・累計表示をしない                   

                                            

 

 セットアップ方法に付きましては、各動作環境の設定方法に改めて説明します。       

 累計表示をする・しないの表示の違いに関する説明は６．データのセット方法        

 をご参照下さい。                                   
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          データの表示方法         ［ＡＬＬ］追  

 

６．データの表示方法                                  

  実績数と予定数の表示方法に限り、累計表示をする・しないの選択が出来ます。      

  （※工数予約未使用の場合は、［累計表示をする］になります。）            

 

 【累計表示をする】                                  

   １日の作業を基準としたデータを表示します。                    

 

  ［実 績］                                     

    コントローラの電源がＯＮになった時点からの実績値を累積表示します。       

    実績値が０になる場合は、通常画面において［ＣＬ．］キーが押された時点と     

    就業時間外の時に電源がＯＦＦになった時点です。                 

 

  ［生産予定数］                                   

    工数予約で入力されたデータを基に各工数の生産予定数を計算します。        

    その生産予定数の合計（１日の生産予定数）を表示します。             

    ・工数予約未使用の場合                             

     予定数を設定するコマンド［１］によって入力された値を表示します。       

 

 【累計表示をしない】                                 

   工数予約した各データを基準に表示します。                     

 

  ［実 績］                                     

    工数がセットされてから、次の工数に切り換わるまでの実績値を累計表示します    

    実績値は、次の工数に切り換わる所で０にクリアされます。             

 

  ［生産予定数］                                   

    工数予約で入力されたデータを基に各工数の生産予定数を計算し表示します。     
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          データの表示方法         ［ＡＬＬ］追  

                                            

 ＜表示機への表示例＞                                 

    生産予定数による工数切り換えの場合（表示例は工数切り換え直後の表示）      

 

                    【予約Ｎｏ１の場合】                   

        生産予定数                                

                 累計表示しない     累計表示              

   予約№１  ３５０                                 

                  予 定  ３５０    予 定 １３１０         

   予約№２  １００      実 績    ０    実 績    ０          

                  進 度    ０    進 度    ０                        

   予約№３  ８６０                                 

                           

   合 計  １３１０               ↓                  

                                              

                    【予約Ｎｏ２の場合】                  

 

                 累計表示しない     累計表示              

 

                  予 定  １００    予 定 １３１０         

                  実 績    ０    実 績  ３５０         

                  進 度    ０    進 度①－－－－         

 

                           ↓                   

                    【予約Ｎｏ３の場合】                  

 

                  累計表示しない     累計表示              

 

                  予 定  ８６０    予 定 １３１０         

                  実 績    ０    実 績  ４５０         

                  進 度    ０    進 度①－－－－         

 

                   注）①－－－－ は、状況により変化します     
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          工数予約未使用            

 

７．工数予約未使用                            

                                            

 ７－１【セットアップ方法】                              

                 セットアップ                     

                                            

                工数予約をしない                    

                                            

                   終了                       

                                            

   【１】［ＵＰ］キーを押したまま電源スイッチを入れてセットアップ画面を表示します。 

                                   

                        ［ ］は現在設定状況を示す       

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

        ［０］スル    １ シナイ                      

                                            

   【２】［１］を押して下さい。                           

 

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

         ０ スル   ［１］シナイ                      

                                            

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、工数予約をしない条件にセットされます。         

      画面は、通常画面に戻ります。                        

                                            

 

   

   【データセット方法】 

     「ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書」のデータセット方法以降から         

      順に設定を行って下さい。 
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          工数予約（時刻）           

 

 

 

 

 

 

 

       ８．工数予約（時刻）                         
 
         ８－１ セットアップ方法   ・・・ Ｐ１１           
 
         ８－２ コマンド一覧     ・・・ Ｐ１３           
 
         ８－３ 日常処理の流れ    ・・・ Ｐ１４           
 
         ８－４ 工数予約の手順    ・・・ Ｐ１５           
 
         ８－５ 工数切り換え条件   ・・・ Ｐ１９           
 
         ８－６ 使用上の注意点    ・・・ Ｐ２０           
 
 
 
    ※工数予約（生産数）で御使用の場合は、Ｐ２１へ。 
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          工数予約（時刻）           

 ８－１【セットアップ方法】                              

                 セットアップ                     

 

                工数を予約する                     

 

                 時刻工数予約                     

 

          累計表示をする    累計表示をしない               

 

                  終  了                      

 

   【１】［ＵＰ］キーを押したまま電源スイッチを入れてセットアップ画面を表示し    

      ます。                                   

                       ［ ］は現在設定状況を示す        

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

         ０ スル   ［１］シナイ                      

 

   【２】［０］を押して下さい。                           

 

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

        ［０］スル    １ シナイ                      

 

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、工数を予約する条件にセットされます。          

      画面は、工数切り換えの設定画面になります。                 

 

       キリカエシ゛ョウケン                           

                          ディスプレイ            

         ０ シ゛コク ［１］スウ                       
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          工数予約（時刻）           

 

   【４】［０］を押して下さい。                           

 

       キリカエシ゛ョウケン                           

                          ディスプレイ            

        ［０］シ゛コク  １ スウ                       

 

   【５】［ＥＮＴ］を押すと、時刻での工数切り換え条件がセットされます。       

      画面は、累計表示選択画面になります。                    

 

       ルイケイヒョウシ゛                            

                          ディスプレイ            

         ０ スル   ［１］シナイ                      

 

   【６】累計表示をする・しないを番号で入力します。                 

     ＜例＞累計表示をするならば［０］を入力します。                

 

       ルイケイヒョウシ゛                            

                          ディスプレイ            

        ［０］スル    １ シナイ                      

 

   【７】［ＥＮＴ］を押すと、条件がセットされます。                 

      画面は、通常画面に戻ります。                        
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          工数予約（時刻）           

 

 ８－２【コマンド一覧】                                

 

キー コマンド 機能 該当タイプ 

電源 

＋ＵＰ 
セットアップ 工数予約をするかどうか設定します。

（工数の切換を時刻か生産数か設定し

ます）実績を累計表示にするか設定をし

ます。 

ＡＬＬ 

０ 工 数 工数を秒で設定・変更 ＡＬＬ 

１ 予 定 目標生産数量の設定・変更 ＨＤ－１＊＊ 

 計 画 計画生産数量の変更 ＨＤ－５＊＊ 

２ 実 績 実績表示の変更 ＨＤ－＊２＊ 

 計 画 計画生産数量の変更 ＨＤ－１５２のみ 

３ 進 度 進度表示の変更 ＨＤ－＊＊３ 

 達成率 達成率表示の変更 ＨＤ－＊＊４ 

 実 績 実績表示の変更 ＨＤ－１５２のみ 

４ 時 計 内部時計の設定 ＡＬＬ 

５ 就業時間 就業時間の設定・変更 ＡＬＬ 

６ パターン 就業時間パターンの設定・変更 ＡＬＬ 

７ 工数予約 （時刻）１機種の作業開始時間・工数・
作業終了時間を生産順に 20種類まで登
録します。 

ＡＬＬ 

 

      ※ セットアップ・工数予約以外のコマンドの設定方法は、           

        「ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書」を参考にして下さい。          
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          工数予約（時刻）           

 

 ８－３【日常処理の流れ】                               

 

              電源 ＯＮ                         

 

             時刻工数予約  コマンド［７］                

 

             （作業開始）                         

 

                     工数セット                  

 

                     予定数セット                 

 

                     計画数セット                 

 

                     実績セット                  

 

                     進度セット                  

 

                     達成率セット                 

 

              就業時間終了                        

 

 

   作業開始前に１日の作業予定を工数予約に登録することにより，指定時刻ごとに工    

   数を自動的に切り換えて行きます。                         

   その他のコマンドは、必要に応じて設定して下さい。                 
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          工数予約（時刻）           

 

 ８－４【工数予約の手順】                               

   １日に生産する予定の製品工数と作業時間開始時刻・終了時刻を作業順番通りに     

   処理する為のデータ２０種類０１～２０番までを登録するコマンドです。        

 

（登録の流れ）                                     

                コマンド［７］                     

 

               作業開始時刻の登録                    

               登録時刻 登録時刻                    

               [00:00]   [00:00]                     

    次の登録ﾃﾞｰﾀ が   以外の場  の場合は                    

     表示される     合は工数  終了へ                     

               登録へ                          

 

                 工数登録                       

 

               作業終了時刻の登録                    

               登録ﾃﾞｰﾀ  登録ﾃﾞｰﾀ                     

               が最終No が最終No                    

               以外の場  の場合は                    

               合は作業  終了へ                     

               開始時刻                         

               の登録へ                         

 

 

                  終 了   …通常処理へ              

 

     ※終了の条件                                 

      １．登録データが２０種類を越えた場合                    

      ２．開始時刻に登録終了したことを示す[00:00] が入力された場合        
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          工数予約（時刻）           

   【１】［７］のキーを押します。                          

 

   【２】最初の作業開始時刻を２４時間表示で入力して下さい。             

     ＜例＞８時４０分なら［８］,［４］，［０］と押します。              

 

       ７－０１    ［＊＊：＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        カイシシ゛コク［ ８：４０］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押して、もう一度［８],［４],［０］と      

      入力して下さい。                               

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、開始時刻がセットされます。               

   【４】最初の作業の工数を秒で入力します。                     

     ＜例＞１４．０秒なら［１］,［４］,［０］と入力します。             

 

       ７－０１   ［＊＊＊＊．＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        コウスウ  ［  １４．０］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押してもう一度［１］,［４］,［０］と       

      入力して下さい。                                 

                                            

   【５】［ＥＮＴ］を押すと、工数がセットされます。                 

   【６】最初の作業終了時刻を２４時間表示で入力して下さい。             

     ＜例＞１０時００分なら［１］,［０］,［０］,［０］と押します。          

 

       ７－１     ［＊＊：＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        シュウリョウ ［１０：００］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押してもう一度［１］,［０］,［０］,［０］     

      と入力して下さい。                             
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          工数予約（時刻）           

                                           

   【７】［ＥＮＴ］を押すと、終了時刻がセットされます。               

      画面は、２番目の作業の開始時刻の入力画面を表示します。           

 

       ７－０２    ［＊＊：＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        カイシシ゛コク［  ：  ］                      

 

   【８】前記の要領にて２番目以降の開始時刻・工数・終了時刻を入力します。      

      また、登録件数が２０種類未満である場合は、最終登録画面の次の画面の     

      開始時刻の入力欄に［００：００］を入力します。               

      これは、登録が終了していることを示すためのもので以後の登録内容は、     

      無視されます。                               

 

       ７－１２    ［＊＊：＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        カイシシ゛コク［００：００］                      

 

      ［ＥＮＴ］を押すと、工数予約を終了します。                 

 

 

  ◎ 次の工数予約のデータを表示する場合は、［＋］を押します。（２０番は除く）    

    前の工数予約のデータを表示する場合は、［－］を押します。（０１番は除く）    
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          工数予約（時刻）           

 

＊＊＊ エラーメッセージ ＊＊＊                            

   １）登録した時刻が就業時間の休憩中の場合、または就業時間外の場合は下記の     

     エラーメッセージを約４秒間表示します。                    

 

       セッテイシ゛コクハ                            

                          ディスプレイ            

         キュウケイシ゛カンテ゛ス                       

 

   上記のエラーメッセージは警告だけですので入力した時刻は、そのまま登録されて    

    注）誤った就業時間が設定されていると、エラーが頻繁に表示される場合があり    

      ますので、その場合は就業時間の修正を行って下さい。             

 

   ２）登録した時刻が前後しているか、又は非論理的なデータが入力されている場合    

     下記のエラーメッセージを約４秒間表示します。                 

 

       セッテイシ゛コクニ                            

                          ディスプレイ            

         マチカ゛イカ゛アリマス                        

 

   上記のエラーメッセージは、誤ったデータを受け付けない事を示します。エラーメ    

   ッセージ表示後画面は、時刻工数予約の１番目の開始時刻登録画面に戻りますので    

   もう一度確かめて正しいデータに修正して下さい。                  
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          工数予約（時刻）           

 

 ８－５【工数切り換え条件】                              

    工数を切り換えるタイミングは、セットされている切り換え時刻に達した       

    時点です。工数の切り換えと同時に次の切り換え条件をセットします。        

      （但し、就業時間終了後はデータを切り換えません）              

 

 ＜例＞就業時間  ８：００ － １２：００ （12:00～13:00 休憩時間）         

         １３：００ － １７：３０                      

 

    工数切換  ８：００ － １２：００ （12:00～13:00 休憩時間）         

      時間 １３：００ － １５：００ （15:00～15:15 段取時間）         

         １５：１５ － １７：３０                      

 

       8:00        12:00 13:00           17:30           

就業時間              Ａ                         

                       15:00 15:15                

工数切換時間            Ａ       Ｂ                 

                                             

工数セット範囲                                     

          予約No1      予約No2     予約No3              

 

        Ａ 休憩時間（６０分） Ｂ 段取時間（１５分）             

 

   工数セット範囲 予約Ｎｏ１  ８：００ － １２：００              

             Ｎｏ２ １２：００ － １５：００              

             Ｎｏ３ １５：００ － １７：３０              

 

   ※ 予約した作業開始時刻と終了時刻の間に休憩時間が重なる場合には、就業時間    

     を優先します。従って休憩時間を引いた時間を作業時間として計算します。     
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          工数予約（時刻）           

 

 

 ８－６【使用上の注意点】                               

 

 

［リセット方法］                                    

 ＜就業時間内の場合＞                                 

   ・［ＣＬ］キーを一度押すと、実績・進度をクリアしてから、予約Ｎｏ１のデータ    

    から、順番に現在時刻まで再計算します。                     

   ・［ＣＬ］キーを２度押すと、実績・進度をクリアしたのち現時点からスタートし    

    ます。                                     

 

 ＜就業時間終了後の場合＞                               

   ・電源を一度切って入れ直すか、又は、［ＣＬ］キーを押すとＮｏ１のデータがセ    

    ットされます。                                 

 

［使用上の注意点］                                   

   ・「ＨＥＲＣＯＭ１１ＤＥ取扱説明書」の使用上の注意点を参考にして下さい。     

   ・工数・予定数の表示に関しては、工数予約で登録したものを優先していますので    

    コマンド［０］工数・［１］予定数で強制的に変更できますが、［ＣＬ］キーが    

    押されたり、工数の切り換え条件になった段階で工数予約のデータがセットされ    

    ます。                                     

 

［正常に動作しない場合］                                

   ・「ＨＥＲＣＯＭ１１ＤＥ取扱説明書」の正常に動作しない場合を参考にして下さ    

     い。                                     

    それでも動作しない場合は、本仕様書の初期設定方法により再び設定して下さい    
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          工数予約（生産数）           

 

 

 

 

 

 

 

       ９．工数予約（生産数）                        
 
         ９－１ セットアップ方法   ・・・ Ｐ２２           
 
         ９－２ コマンド一覧     ・・・ Ｐ２４           
 
         ９－３ 日常処理の流れ    ・・・ Ｐ２５           
 
         ９－４ 工数予約の手順    ・・・ Ｐ２６           
 
         ９－５ 予約Ｎｏ．セット   ・・・ Ｐ３０           
 
         ９－６ 工数切り換え条件   ・・・ Ｐ３１           
 
         ９－７ 工数切り換えの流れ  ・・・ Ｐ３２           
 
         ９－８ 使用上の注意点    ・・・ Ｐ３３           
 
 
 
    ※工数予約（時刻）で御使用の場合は、Ｐ１０へ。 
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          工数予約（生産数）           

 ９－１【セットアップ方法】                              

                 セットアップ                     

 

                工数を予約する                     

 

                生産数工数予約                     

 

          累計表示をする    累計表示をしない               

 

                  終  了                      

 

   【１】［ＵＰ］キーを押したまま電源スイッチを入れてセットアップ画面を表示し    

      ます。                                   

                       ［ ］は現在設定状況を示す        

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

         ０ スル   ［１］シナイ                      

 

   【２】［０］を押して下さい。                           

 

       コウスウヨヤク                              

                          ディスプレイ            

        ［０］スル    １ シナイ                      

 

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、工数を予約する条件にセットされます。          

      画面は、工数切り換えの設定画面になります。                 

 

       キリカエシ゛ョウケン                           

                          ディスプレイ            

         ０ シ゛コク ［１］スウ                       
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          工数予約（生産数）           

 

   【４】［１］を押して下さい。                           

 

       キリカエシ゛ョウケン                           

                          ディスプレイ            

         ０ シ゛コク ［１］スウ                       

 

   【５】［ＥＮＴ］を押すと、生産数での工数切り換え条件がセットされます。       

      画面は、累計表示選択画面になります。                    

 

       ルイケイヒョウシ゛                            

                          ディスプレイ            

         ０ スル   ［１］シナイ                      

 

   【６】累計表示をする・しないを番号で入力します。                 

     ＜例＞累計表示をするならば［０］を入力します。                

 

       ルイケイヒョウシ゛                            

                          ディスプレイ            

        ［０］スル    １ シナイ                      

 

   【７】［ＥＮＴ］を押すと、条件がセットされます。                 

      画面は、通常画面に戻ります。                        
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          工数予約（生産数）           

 

 ９－２【コマンド一覧】                                

 

キー コマンド 機能 該当タイプ 

電源 

＋ＵＰ 
セットアップ 工数予約をするかどうか設定します。

（工数の切換を時刻か生産数か設定し

ます）実績を累計表示にするか設定をし

ます。 

ＡＬＬ 

０ 工 数 工数を秒で設定・変更 ＡＬＬ 

１ 予 定 目標生産数量の設定・変更 ＨＤ－１＊＊ 

 計 画 計画生産数量の変更 ＨＤ－５＊＊ 

２ 実 績 実績表示の変更 ＨＤ－＊２＊ 

 計 画 計画生産数量の変更 ＨＤ－１５２のみ 

３ 進 度 進度表示の変更 ＨＤ－＊＊３ 

 達成率 達成率表示の変更 ＨＤ－＊＊４ 

 実 績 実績表示の変更 ＨＤ－１５２のみ 

４ 時 計 内部時計の設定 ＡＬＬ 

５ 就業時間 就業時間の設定・変更 ＡＬＬ 

６ パターン 就業時間パターンの設定・変更 ＡＬＬ 

７ 工数予約 （生産数）１機種の段取時間・工数・生
産予定数を生産順に 20種類まで登録し
ます。 

ＡＬＬ 

８ 予約№セット （生産数）現在使用中の工数予約データ
の変更 

ＡＬＬ 

 

      ※ セットアップ・工数予約以外のコマンドの設定方法は、           

        「ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書」を参考にして下さい。          
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          工数予約（生産数）           

 

 ８－３【日常処理の流れ】                               

 

              電源 ＯＮ                         

 

             生産数工数予約  コマンド［７］                

 

             （作業開始）                         

 

                     工数セット                  

 

                     予定数セット                 

 

                     計画数セット                 

 

                     実績セット                  

 

                     進度セット                  

 

                     達成率セット                 

 

                     予約№セット   コマンド［８］      

 

              就業時間終了                        

 

 

   作業開始前に１日の作業予定を工数予約として登録することにより，工数は、 

   実績数が予定数と一致した時点で自動的に切り換わります。             

   その他のコマンドは、必要に応じて設定して下さい。                 
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          工数予約（生産数）           

 

 ９－４【工数予約の手順】                               

   １日に生産する予定の製品工数・段取り時間・生産予定数を作業順番通りに処理する 

   為のデータ２０種類０１～２０番までを登録するコマンドです。        

 

（登録の流れ）                                     

                コマンド［７］                     

 

                段取時間の登録                    

               登録時刻 登録時刻                    

              ［９９９］ ［９９９］                   

    次の登録データが   以外の場 の場合は                    

     表示される     合は工数 終了へ                     

               登録へ                          

 

                 工数登録                       

 

               生産予定数の登録                    

               登録データ 登録データ                    

               が最終No が最終No                    

               以外の場  の場合は                    

               合は段取  終了へ                     

               時間の登                         

               録へ                         

 

 

                  終 了   …通常処理へ              

 

     ※終了の条件                                 

      １．登録データが２０種類を越えた場合                    

      ２．段取時間に、登録終了したことを示す[999] が入力された場合        
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   【１】［７］のキーを押します。                          

 

   【２】最初の作業の段取時間を分で入力します。             

     ＜例＞１５分なら［１］,［５］,と押します。              

 

       ７－０１      ［＊＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        ダンドリ（フン） ［ １５］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押して、もう一度［０］,［１］,［５］と      

      入力して下さい。                               

     ※ 段取時間が必要でない場合は、［０］を入力して下さい。 

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、段取時間がセットされます。               

   【４】最初の作業の工数を秒で入力します。                     

     ＜例＞１２．４秒なら［１］,［２］,［４］と入力します。             

 

       ７－０１   ［＊＊＊＊．＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        コウスウ  ［  １２．４］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押してもう一度［１］,［２］,［４］と       

      入力して下さい。                                 

                                            

   【５】［ＥＮＴ］を押すと、工数がセットされます。                 

   【６】最初の作業の生産予定数を入力します。             

     ＜例＞５０００なら［５］,［０］,［０］,［０］を入力します。          

 

       ７－０１    ［＊＊＊＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

        セイサンスウ ［ ５０００］                      

 

      間違えた場合は、［ＣＬ．］を押してもう一度［５］,［０］,［０］,［０］     

      と入力して下さい。                             
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   【７】［ＥＮＴ］を押すと、生産予定数がセットされます。               

      画面は、２番目の作業の段取時間の入力画面を表示します。           

 

       ７－０２     ［＊＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

       ダンドリ（フン） ［   ］                      

 

   【８】前記の要領にて２番目以降の段取時間・工数・生産予定数を入力します。      

      また、登録件数が２０種類未満である場合は、最終登録画面の次の画面の     

      段取時間の入力欄に［９９９］を入力します。               

      これは、登録が終了していることを示すためのもので以後の登録内容は、     

      無視されます。                               

 

       ７－１２     ［＊＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

       ダンドリ（フン） ［９９９］                      

 

      ［ＥＮＴ］を押すと、工数予約を終了します。                 

 

 

  ◎ 次の工数予約のデータを表示する場合は、［＋］を押します。（２０番は除く）    

    前の工数予約のデータを表示する場合は、［－］を押します。（０１番は除く）    
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          工数予約（生産数）           

 

＊＊＊ エラーメッセージ ＊＊＊                            

  工数予約した工数と生産予定数から計算された作業時間と段取時間を合わせた時間が    

  １日の就業時間内に納まっていない場合は超過時間を表示します。            

 

        シュゥギョウジカン ヲ                 

                          ディスプレイ            

        （  ）フン オーバー                        

 

 

  また、工数予約で計算された時間が１日の就業時間をみたしていない場合は、 

  余った就業時間を表示します。 

 

        シュゥギョウジカン ガ                 

                          ディスプレイ            

        （  ）フン アマリマス                       

 

 

     上記のメッセージは、約４秒間表示して通常画面に戻ります。        

 

  ※メッセージは、就業時間と予約した時間との差を表示するものですので処理上影響    

   はありません。                                  

   表示時間は、予約登録する目安として参考にして下さい。               
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          工数予約（生産数）           

 

 ９－５【予約Ｎｏ．セット】                              

    通常は、予約Ｎｏのセットは必要ありません。                   

    通常の処理では、工数予約に登録した順番通りにデータを切り換えていきますが    

    現在処理中のデータ以外の工数予約データから処理をスタートさせる必要が生じ    

    た場合に設定を行います。                            

   【１】［８］のキーを押します。                          

   【２】切り換える工数予約番号を入力します。                    

      〈例〉工数予約の３番目のデータに切り換えるならば、［３］と押します。    

 

       ［８］ジッコウＮｏ  ［＊＊］＃                     

                          ディスプレイ            

          ニュウリョク  ［ ３］                      

 

       間違えた場合は［ＣＬ］を押して、もう一度［３］と入力して下さい。     

 

   【３】［ＥＮＴ］を押すと、入力した番号がセットされて、処理中のデータが      

      入力した工数予約番号のデータに切り換えられます。              

 

（注意事項）                                      

  １）１桁の番号を入力する場合は、１桁での入力または始めに０を付けた２桁での     

    入力も可能です。                                

     ＜例＞８番を入力する場合                           

         ［ ８］，または［０８］                       

              のどちらでも入力可能です。                 

 

  ２）入力できる番号は、工数予約で登録した範囲の番号までです。            

    それ以外の番号は受け付けません。                        
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          工数予約（生産数）           

 【データの流れ】                                   

  ＜例＞予約データの３番目の処理中に、１２番のデータから処理をさせたい場合      

                         （予約データは２０番まで登録されているとする）     

     予約 No１ 予約 No２ 予約 No③ 予約 No４ 予約 No５ …→ 予約 No12 …→予約 No20  

      コマンド［８］にて、下記の通りに設定します。                

 

       ［８］ジッコウＮｏ  ［０３］＃                     

                          ディスプレイ            

          ニュウリョク  ［１２］                      

 

     ［ＥＮＴ］が押されると実行Ｎｏの番号は、１２番に切り換わります。        

      データの流れは、基本的には、予約登録した順番で工数を切り換えていきますの    

        で、３番から強制的に１２番のデータに変更した後も工数の切り換えがされると    

       １２番の次の１３番のデータへと切り換えられます。                            

                         ……→                     

     予約 No１ 予約 No２ 予約 No３ …        予約 No12 予約 No13 予約 No14…→     

                       

 ９－６【工数切り換え条件】                              

   工数を切り換えるタイミングは、目標生産数と実績数が一致した時点で次の工数となります。 

      （但し、就業時間終了後はデータを切り換えません）              

＜例＞就業時間  ８：００ － １２：００ （12:00～13:00 休憩時間）          

        １３：００ － １７：３０                       

   段取時間     ０分    ６０分    １５分                

   生産予定数   ３００    ２５０    １００                
 
       8:00        12:00 13:00          17:30           
就業時間              Ａ                         
              Ｄ          15:00Ｄ 15:15               
                   60分             15分                   
工数切換              Ｂ                         
          300         250     Ｃ  100               
工数セット範囲                                     

           予約 No1        予約 No2      予約 No3         

        Ａ 休憩時間 （６０分）                        

        Ｂ 段取時間 段取時間に就業時間の休憩時間が重なった場合は、段取    

               時間と休憩時間を合わせた時間が段取時間となります。    

              （予約段取時間６０分＋休憩６０分＝段取時間１２０分）    

        Ｃ 段取時間 （１５分）                        

        Ｄ 工数切り換え                            
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          工数予約（生産数）           

 

 ９－７【工数切り換えの流れ】                             

   工数を切り換える流れとしては、１番に登録されているデータから就業時間内の範    

   囲で処理を行い、段取時間［９９９］の入力されている前のデータまで処理されま    

   す。但し、２０番まで登録されている場合は、１番から２０番まで処理されます。    

 

   １）１番から５番までの５種類の工数があり６番の段取時間に終了として[999] が    

     入力されている場合                              

   ２）１番から２０番までの２０種類の工数があり、[999] の入力がない場合       

                                           

                  ①                  ②      

                         切り換え                切り換え     

                        ………→                

    予約 No1  予約 No2 予約 No3 予約 No4 予約 No5 予約 No6 予約 No7             予約 No19  予約 No20      

 

        ・・・ １）の工数切り換えの流れです。                 

              ①切り換えは５番の工数から１番に戻ることを示します。      

        ・・・ ２）の工数切り換えの流れです。                 

              ②切り換えは２０番の工数から１番に戻ることを示します。     
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          工数予約（生産数）           

 

 ９－８【使用上の注意点】                               

 

［リセット方法］                                    

   ＜就業時間内の場合＞                               

    ［ＣＬ］キーを一度押すと、実績・進度をクリアしてから現在設定されている工    

    数で現在時刻まで再計算をします。                        

   ＜就業時間終了後の場合＞                             

    電源を一度切って入れ直すか、又は、［ＣＬ］キーを押すと、Ｎｏ１のデータが    

    セットされます。                               

 

［使用上の注意点］                                   

   ・「ＨＥＲＣＯＭ１１Ｄシリーズ取扱説明書」の使用上の注意点を参考にして下さい。     

   ・工数・予定数の表示に関しては、工数予約で登録したものを優先していますので    

    コマンド［０］工数・［１］予定数によっても変更できますが、［ＣＬ］キーが    

    押されたり、工数の切り換え条件になった段階で工数予約のデータがセットされ    

    ます。                                     

 

［正常に動作しない場合］                                

   ・「ＨＥＲＣＯＭ１１ＤＥ取扱説明書」の正常に動作しない場合を参考にして下さい。   

                                   

    それでも動作しない場合は、本仕様書の初期設定方法により再び設定して下さい    

                                            

                                            


